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2022 年 2 月 27 日  

（報告者）NPO 法人 VERSTA 小野瀬 由一  

 

令和 3 年度  

VERSTA ジュサラ椰子 AF＆二次林によるブラジル⼤⻄洋沿岸林再⽣⽀援事業 

プロジェクト会議＆啓発セミナー派遣活動報告書 Part1 

 

Ⅰ.派遣期間：2022 年 1 月 28 日（金）〜2 月 10 日（木）  

Ⅱ.派遣者：VERSTA 専務理事 小野瀬 由一  

Ⅲ.活動報告：  

 

【活動１】令和 3 年度ジュサラ椰子 AF プロジェクト会議＆啓発セミナー合同会議報告  

日時：
2022 年 2 月 2 日（水）09:30〜13:00  

場所：
サンパウロ州セテバラス市立老人ホーム内コミュニティホール  

参加者数：
（当日参加）284 名 （2 月 27 日までの累計参加）487 名 

〈内訳〉リアル参加：60 名（別添名簿参照） 

     Zoom 当日参加：24 名 

    YouTube 当日参加：200 名（2 月 27 日までの閲覧数 403 名） 

 

◆進⾏司会（サンパウロ政府環境局環境研究所・所⻑補佐官 Luis Alberto Bucci 氏） 

 

１．開会の挨拶（NPO 法人 VERSTA ブラジル代表山添源二氏） 

 VERSTAによるブラジル⼤⻄洋沿岸林再生支援は、これまでの支援活動では成し得なかった 11 年に亘る

⻑期⽀援プロジェクトとなっています。 

 その結果、2021 年末には、再生面積が約 46ha、栽培本数が 4 万 1 千本を越え、参加農家は 29 農家になり

ました。 

一方、主樹であるジュサラ椰子果実の新たな粉砕加工技術による製品化が進み、ジュサラ椰子果実の付加

価値向上による参加農家の自立化という課題解決の糸口が見えており、今後の更なる進展を期待したいと思

います。 

 

P1.VERSTA ブラジル代表 山添 源二 氏挨拶 
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２．主な祝辞 

１）在サンパウロ日本国総領事 桑名 良輔 氏 

 NPO 法人 VERSTA が、11年間にわたり、サンパウロ州⼤⻄洋沿岸地域において、地域住⺠の皆さんと協

力しつつ、原生林の再生・保全活動を通じて、持続可能な地球環境保全に取り組まれていることに敬意を表

します。（中略） 

 これらの活動はまさに、SDGsの目標にも含まれるものであり、官⺠を問わず、我々全てが取り組むべき

課題といえます。コロナ禍で大変厳しい状況下にもかかわらず、活動を継続されている NPO 法人 VERSTA

の皆さん、地域住⺠の皆さん、そしてスポンサーの皆さんに⼼より敬意を表します。 

日本政府としても、皆様と共にこうした課題に取り組んでまいります。 

 

P2.在サンパウロ日本国総領事 

桑名 良輔 氏祝辞 

 

 

 

２）NPO 法人 VERSTA理事⻑ 山村 延郎 氏 

 今、世界は新型コロナウイルス・パンデミックの⻑期化により⼤きな影響を受けています。 

VERSTA ジュサラ椰子 AF 支援事業は、皆様のご協力により栽培面積を順調に拡大し、2021 年末には約

46ha（東京ドーム 10館分）に達し、参加農家は 29 農家となりました。 

 VERSTA では、新たに学生会員とユース会員を設け、VERSTA 支援活動について、これら新会員への継承

を図るため、ジュサラ椰子 AFモデル圃場体験研修を 2020 年から計画していました。 

しかし、新型コロナウィルス・パンデミックのため体験研修は実現出来ていません。今年こそは、是非実

現したいと思いますので、新型コロナウィルス・パンデミック終息を皆さんと一緒に祈りましょう！ 

 

P3.NPO 法人 VERSTA理事⻑ 

山村 延郎 氏祝辞 

 

 

 

 

 

 



3 

 

３）サンパウロ州レジストロ市市⻑ Nilton Hirota 氏 

桑名総領事、山村拓殖大学教授はじめオンラインまたはご出席の皆様の有意義なお言葉に敬意を表します。 

マタ・アトランティカ保全の必要性、特にこの地域は重要な水資源地帯です。そのほか、太陽エネルギー、

風力エネルギーのポテンシアルを秘めております。ジュサラ椰子の果実は栄養豊富でもあり、その消滅を防が

なくてはなりません。そのため、このように地元の力を合わせて一緒に努力しましょう。 

 

P4.レジストロ市 

市⻑ Nilton Hirota 氏祝辞 

 

 

 

４）サンパウロ州セテバラス市市⻑ Dean Alves Martins 氏 

ジュサラ椰子 AF プロジェクトを通じての NPO VERSTA の支援に感謝します。 

特に SANDRA先生、ALCILEIA校⻑、THAIS教育⻑が VERSTA 主催のもとに学生の AFモデル圃場見学

など環境意識を向上する活動はお蔭様で順調に進んでおります。 

プロジェクト責任者山添源二氏、日本からお出でになった小野瀬様に深くお礼申し上げます。 

 

P5.セテバラス市 

市⻑ Dean Alves Martins 氏祝辞 

 

 

 

３．講演 

（１）VERSTA⼤⻄洋沿岸林再⽣⽀援活動 11 年の軌跡と今後の活動計画 

【講師】VERSTA 専務理事 小野瀬 由一 氏 

１）NPO 法人 VERSTA の概要 

 VERSTA の活動理念、ビジョン、ミッション、組織、支援活動地域、ジュサラ椰子 AF 栽培面積等の概要

説明があった。 

２）NPO 法人 VERSTA 支援活動 11 年の軌跡 

 NPO 法人 VERSTA は 2009 年に設立し、2010 年にはプレ支援活動、2011 年には支援地調査を実施し、
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2012 年から環境省管轄独立行政法人環境再生保全機構「地球環境基金」助成を得て支援活動が本格化し、

2019 年末にはモデル圃場面積 34ha、栽培本数 3 万 6 千本に達した。 

2020 年からは三井物産環境基金及びイオン環境財団からの助成を得て支援活動が拡大し、2021 年末にはモ

デル圃場面積 46ha、栽培本数 4 万 1 千本に達した。 

３）NPO 法人 VERSTA の SDGｓ活動 

 VERSTA 支援活動は、2017 年に SDGs 活動モデルを構築し、SDGs4（質の高い教育をみんなに）＋SDGs

８（働きがいも経済成⻑も）＋SDGs15（陸の豊かさを守ろう）＋SDGs17（パートナーシップで目標を達成

しよう）＝SDGs13（気候変動に有効な対策を）の実現を目指している。 

 VERSTA の SDGs2030 年ゴールは、モデル栽培面積 103ha、栽培本数 10 万本を計画している。 

４）今後の VERSTA ジュサラ椰子 AF 等支援計画（まとめ） 

 VERSTA のジュサラ椰子 AF等支援事業は、2022 年には三井物産環境基金から 150 万円の助成が決定し、

さらにイオン環境財団から 227 万円の助成が内定している。加えて、地球環境基金へ放置緑茶畑再生新事業

を盛り込んだ助成要望書を提出しており、3 月に採択発表が予定されている。 

VERSTA としては、これら助成金の継続獲得により、ジュサラ椰子 AF等モデル圃場の拡大やジュサラ椰

子果実の高付加価値化等の対応策により、当プロジェクトの課題である参加農家の自立化を実現したい。 

 

P6.小野瀬 由一 氏講演 

プレゼン資料表紙 

P7.小野瀬 由一 氏講演 

◆NPO 法人 VERSTA の SDGs 活動モデル 

 

 

 

P8.小野瀬 由一 氏講演 

◆VERSTA の SDGs 活動計画 

P9.小野瀬 由一 氏講演 

◆VERSTA の SDGs【目標４】質の高い教育 

 

 

 

P10.小野瀬 由一 氏講演 

◆VERSTA の SDGs【目標 8】働きがいも経済

成⻑も 

P11.小野瀬 由一 氏講演 

◆VERSTA の SDGs【目標 15】陸の豊かさも

守ろう 
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P12.小野瀬 由一 氏講演 

◆VERSTA の SDGs【目標 17】パートナーシ

ップで目標を達成しよう 

P13.小野瀬 由一 氏講演 

◆VERSTA ジュサラ椰子 AF&二次林支援 PJの

課題と対応策（まとめ） 

 

 

 

 

（２）セテバラス市コルディロ・デ・ファリス将軍学校における SAF 環境学習成果について 

【講師】セテバラス市教育部⻑ Tania Maria Fudalli Florencio 氏 

 
コルディロ・デ・ファリス将軍学校において 2017 年から実施している VERSTA による SAF 環境学習は大

きな成果を出している。 

2021 年はジュサラ椰子による SAF 環境学習のイメージ図とロゴの作成を作品課題とし、本日会場のボード

にその作品を掲示している。 

SAF ロゴ優秀作品 3点については、本日会場に集まって頂いた皆さんに投票して頂き、最優秀賞を決めた

い。 

 

P14．セテバラス市教育部⻑ 

Tania Maria Fudalli Florencio 氏講演 

P15. コルディロ・デ・ファリス将軍学校 

SAF ロゴ優秀作品 3点 

 

 

 

 

（３）VERSTA ジュサラ椰子 AF モデル圃場の現状 

【講師】サンパウロ州レジストロ市 SENAR コンサルタント MARIO TERASHIMA 氏 

 MARIO TERASHIMA 氏からは、VERSTA ジュサラ椰子 AF モデル圃場の現状として、セテバラス市の
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参加農家Murasawa 氏、Yamamaru 氏、kunhe 氏ジュサラ椰子 AFモデル圃場の栽培状況と生育状況、およ

び茶畑モデル圃場エコツーリズムの現状について講演があった。 

 

P16. セテバラス市ハッポーザ村 

Jose Hiroshi Murasawa 氏モデル圃場 

P17. セテバラス市ハッポーザ村 

Jose Hiroshi Murasawa 氏モデル圃場 

5年目ジュサラ椰子生育状況 

 

 

 

P18. セテバラス市ハッポーザ村 

Kazutoshi Yamamaru 氏モデル圃場 

P19. セテバラス市ハッポーザ村 

 Kazutoshi Yamamaru 氏モデル圃場 

◆5年目ジュサラ椰子生育状況 

 

 

 

P20. セテバラス市ハッポーザ村 

Joce Rodriges da Cunha 氏モデル圃場 

P21. セテバラス市ハッポーザ村 

Joce Rodriges da Cunha 氏モデル圃場 

◆5年目ジュサラ椰子生育状況 

 

 

 

P22. セテバラス市ハッポーザ村 

◆農村ツーリズム① 

P23. セテバラス市ハッポーザ村 

◆農村ツーリズム② 
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P24. セテバラス市ハッポーザ村 

◆農村ツーリズム③ 

P25. セテバラス市ハッポーザ村 

◆茶畑ツーリズム 

 

 

 

 

【講師】サンパウロ州パリケラス市 農業専門家 RUBENS T. SHIMIZU 氏 

 RUBENS T. SHIMIZU氏からは、VERSTA ジュサラ椰子 AF モデル圃場の現状として、レジストロ市お

よびパレケラス市の参加農家のジュサラ椰子 AF 栽培状況と生育状況について講演があった。 

 

P26. レジストロ市 

Shimada Ume 氏モデル圃場 

P27. レジストロ市 

Shimada Ume 氏モデル圃場 

◆ライチ畑のジュサラ椰子 

 

 

 

P28. パリケラス市 

Lucas Takamori Hideshima 氏モデル圃場 

P29. パリケラス市 

Lucas Takamori Hideshima 氏モデル圃場 

◆グアバ畑のジュサラ椰子 
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P30. パリケラス市 

Rubens T. Shimizu 氏モデル圃場 

P31. パリケラス市 

Rubens T. Shimizu 氏モデル圃場 

◆バナナ畑のジュサラ椰子 

 

 

 

 

【講師】Initiativa Verde（GI） Jeferson Cabral 氏 

 Jeferson Cabral氏から、GI＆VERSTA提携によるサンパウロ州立森林公園内 Cajati地区+Rio Vermelho 地

区のジュサラ椰子 SAF＋二次林栽培状況について講演があった。 

 

P32. サンパウロ州立森林公園内 

Cajati地区プロジェクト圃場地図 

P33. サンパウロ州立森林公園内 

Rio Vermelho 地区プロジェクト圃場地図 

 

 

 

P34. サンパウロ州立森林公園内 

Cajati地区プロジェクト圃場栽培状況 

P35. サンパウロ州立森林公園内 

Rio Vermelho 地区プロジェクト圃場栽培状況 
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【講師】サンパウロ州パリケラス市 農業専門家 Jairo Adilson de Oliveira 氏 

 Jairo 氏から、パリケラス市内の同氏ジュサラ椰子 AFモデル圃場の作付作物と生育状況について講演があ

った。 

 

P36. パリケラス市 

Jairo Adilson de Oliveira 氏モデル圃場 

P37. パリケラス市 

Jairo Adilson de Oliveira 氏モデル圃場 

◆バナナ畑のジュサラ椰子 

 

 

 

 

【講師】サンパウロ州環境局環境研究所指導員 Antonio Celso Martins de Mello 氏 

Antonio C. M. de Mello 氏から、2013 年から栽培したセテバラス市リオプレット村のジュサラ椰子 SAFモ

デル圃場及び 2019 年から栽培したタピライ市の Sao Joao 農場モデル圃場の現状について講演があった。 

 

P38. セテバラス市リオプレット村 

Matatias e Maria Dias de Oliveira 氏モデル圃場 

P39. セテバラス市リオプレット村 

Matatias e Maria Dias de Oliveira 氏モデル圃場 

◆栽培後 7 年目のジュサラ椰子 

 

 

 

P40. セテバラス市リオプレット村 

Joao e Leni氏モデル圃場 

 

P41. セテバラス市リオプレット村 

Joao e Leni氏モデル圃場 

◆栽培後 7 年目のマンジョッカ 
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P42. セテバラス市リオプレット村 

Geraldo 氏モデル圃場 

 

P43. セテバラス市リオプレット村 

Geraldo 氏モデル圃場 

◆栽培後 8 年目のジュサラ椰子 

 

 

 

P44. タピライ市 

Sao Joao 農場モデル圃場 

 

P45. タピライ市 

Sao Joao 農場モデル圃場 

◆栽培後 3 年後のジュサラ椰子 

 

 

 

 

【講師】COOBIO LAB 社 代表 BRUNO GALVEZ 氏 

 以前の食物加工は原料の養分を大きく変えていた。しかし、最近の食物加工技術の傾向として原料の養分

をなるべく変えない方向に向かっており、せいぜい水分をとることに留まっている。 

写真右は市販されているアサイーであるが純粋なアサイーポルパとは言えない。なぜならば、アサイーは

酸化しやすいので酸化防止剤のほか約 16 の物質を混ぜているからである。 

写真左は粉末ジュサラポルパで水分をとったほか何もまじりものが無い純粋ポルパと言える。問題はこの

脱水作業のコストである。 

COOBIO社で使用されている技術は SPRAY DRY と呼ばれ、冷凍粉末加工コストの 10％で済む。ただ

し、冷凍粉末が脱水率 90％に対し SPRAY DRY は 80％である。しかし、コストが安いので用途が広がると

考えられる。 

P46. COOBIO LAB社 

ジュサラ椰子とアサイー椰子の濃縮パルプ 
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【講師】セテバラス市立コルディオ・デ・ファリス将軍学校教諭 Sandra Reaina B. Carvalho 先生 

  
Sandra先生から以下の講演と生徒の映像作品紹介があった。 

人間の成⻑過程、レイチェル・カーソン著「沈黙の春」で主張された化学農薬の利用影響を考慮すると、

人間に対し高い請求書が届く時期が近い。 

一方、人間の生態学的意識の芽生えが、Rio＋10 に始まり、Eco-92、Rio＋20、AGENDA21 と進展し、国

内政策として持続可能性を維持するための環境教育の重要性が高まっている。 

 環境教育においては、８つの基本原則、７つの基本目的、公的教育と非公的教育のあり方が示されてお

り、それらは、環境教育のマトリックスとして、保護論、実用論、批判論に整理できる。 

 ジュサラ椰子違法伐採の問題を単純化すると、パルミテーリョの存在、持続的なジュサラ椰子の栽培、パ

ウミット購入業者の存在である。 

 SAF はジュサラ椰子違法伐採問題に対し、現実の問題化、エンパワーメント、文化的アイデンティティを

提示している。 

 SAF と批判的で開放的な環境教育は、セテバラス市立コルディロ・デ・ファリス将軍学校において、地理

的かつ社会的範囲内の生徒と家族の文化的アイティティとして開発されたプロジェクトである。また、

VERSTA ジュサラ椰子 SAF プロジェクトはレジストロ市でも行われており、環境教育の横展開も期待でき

る。 

 本校のジュサラ椰子 SAF プロジェクトでは、このプロジェクトやフィールドワークから生徒が学んだ成果

をワークシートにまとめ、提案プレゼンテーションを行っている。 

 最後に、今年度の生徒のジュサラ椰子 SAF プロジェクトの映像作品を紹介した。 

 

P47 セテバラス市立コルディオ・デ・ファリス

将軍学校 Sandra教諭講演          

表題：SAF による革新的かつ開放的な環境教育 

P48. セテバラス市立コルディオ・デ・ファリ

ス将軍学校 Sandra教諭講演 

◆⼈間の成⻑過程 

 

 

 

P49 セテバラス市立コルディオ・デ・ファリス

将軍学校 Sandra教諭講演          

◆レイチェル・カーソン著「沈黙の春」 

P50. セテバラス市立コルディオ・デ・ファリ

ス将軍学校 Sandra教諭講演 

◆人間の生態学的意識の芽生え 
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P51.セテバラス市立コルディオ・デ・ファリス

将軍学校 Sandra教諭講演          

◆環境教育のマトリックス 

P52.セテバラス市立コルディオ・デ・ファリス

将軍学校 Sandra教諭講演 

◆ジュサラ椰子違法伐採の問題 

 

 

 

P53.セテバラス市立コルディオ・デ・ファリス

将軍学校 Sandra教諭講演         

◆SAF は環境問題に何を提示するか？ 

P54.セテバラス市立コルディオ・デ・ファリス

将軍学校 Sandra教諭講演 

◆当校で開発された環境教育 

 

 

 

P55.セテバラス市立コルディオ・デ・ファリス

将軍学校 Sandra教諭講演         

◆当校の環境教育の特徴 

P56.セテバラス市立コルディオ・デ・ファリス

将軍学校 Sandra教諭講演 

◆2019 年 SAF 環境教育 

 

 

 

P57.セテバラス市立コルディオ・デ・ファリス

将軍学校 Sandra教諭講演         

◆2021 年 SAF 環境教育 

P58.セテバラス市立コルディオ・デ・ファリス

将軍学校 Sandra教諭講演 

◆2021 年 SAF 環境教育映像作品 
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【講師】Iniciativa Verde（GI） 理事⻑ Roberto Resende 氏 

 Roberto 氏から、ジュサラ椰子 SAF の環境サービス手法認証について以下の講演があった。 

 GIのリベイラ地域森林再生 PJは 2007 年から開始し、VERSTA提携事業は 2020 年から始まった。 

 SAF は、ブラジル政府により環境サービス手法として法的認証を受けている。しかし、SAF には、技術

的・経済的・法的な制限がある。 

 ジュサラ椰子 SAF は、茶・バナナ＋ジュサラ椰子＋他の植物（食用植物・観葉植物・薬用植物）との組み

合わせで行う。一方、ジュサラ椰子 SAF は、カーボン固定、水分・生物多様性・景観の保全の環境サービ

ス、さらに、環境・経済・社会文化の持続可能性を提供する。 

 また、ジュサラ椰子 SAF は、自由市場オプションの環境サービス、健康食品の需要、法的枠組み融資の機

会も提供する。 

 製品価値と生態系サービスの関係図において、SAF は伝統的システムとして保存価値のあるシステムとい

える。 

 GIでは、⼤⻄洋沿岸林における気候変動と貧困に貢献する対策である SAF プロジェクト SiAMA を提案し

ている。特に、セテバラス市、レジストロ市、パレケラス市では、VERSTA連携の放置茶畑再生プロジェク

トとして「茶アグロフォレストリー（AF）」を計画している。⼤⻄洋沿岸林における茶 AF の CO²固定量は、

127.7CO²/ha で、インド・中国・ケニアの 40〜50 CO²/ha よりも大きい。 

 

P59. Initiativa Verde（GI） 

理事⻑ Roberto Resenda 氏講演 

◆演題：ジュサラ椰子の環境サービス認証 

P60. Initiativa Verde（GI） 

理事⻑ Roberto Resenda 氏講演 

◆GIのリベイラ地域森林再生 PJ タイムライン 

 

 

 

P61. Initiativa Verde（GI） 

理事⻑ Roberto Resenda 氏講演 

◆SAF のブラジル政府認証 

P62. Initiativa Verde（GI） 

理事⻑ Roberto Resenda 氏講演 

◆ジュサラ椰子 SAFモデル 
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P63. Initiativa Verde（GI） 

理事⻑ Roberto Resenda 氏講演 

◆ジュサラ椰子 SAF の機会提供 

P64. Initiativa Verde（GI） 

理事⻑ Roberto Resenda 氏講演 

◆製品価値と生態系サービスの関係図 

 

 

 

P65. Initiativa Verde（GI） 

理事⻑ Roberto Resenda 氏講演 

◆GI 提案の SIAMA プロジェクト 

P66. Initiativa Verde（GI） 

理事⻑ Roberto Resenda 氏講演 

◆茶アグロフォレストリー（AF） 

 

 

 

P67. Initiativa Verde（GI） 

理事⻑ Roberto Resenda 氏講演 

◆茶 AF の展開計画 

P68. Initiativa Verde（GI） 

理事⻑ Roberto Resenda 氏講演 

◆茶 AF の CO2固定量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 


